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１．　　自 己 評 価 及 び 外 部 評 価 結 果

40797000065

有限会社　ミモレ・ダイコク

0944-64-9700

評価結果確定日

認知症の方のケアと特別視せずに、医療・行動面でも様々な病態や症
状・それらによる行動特性の一つととらえ、併せ持つ内科・運動器疾
患等とともに必要な対応を行っていき、結果として、人生の終の棲家
として衰える心身機能はあるものの、ご利用者の生活の質を担保して
いくことを主眼においてケアを行っています。
　より軽介護度のお元気な方には活動的になれる場を提供し、認知症
の進行予防や心身機能の維持に力を入れ、中重度の方には必要なケア
をしっかりと行いながら、できることや残された機能をたもっていけ
るように援助していく。当たり前のことを当たり前に、当たり前の
サービスの水準をあげながらケアサービスの質の担保を図っていま
す。

http://www.kaigokensaku.jp/

大自然の中にある事業所で、玄関に入ると利用者が過去に使い込んだ
ギターが置いてある。利用者は三々五々にロビーに集まる。目的無く
利用者を離床招集しないので、ロビーに集まると楽しいことが待って
いる。個人を尊重し、利用者の自主性に任せている。当たり前のこと
が当たり前に行われることをモットーとし、利用者や職員が生き生き
と生活している。医療職が多いことからも重度者や看とりに十分対応
できている。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会

福岡県春日市原町３－１－７

グループホーム「やまびこ」

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげて
いる

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理
解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への
取り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの
意見をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情
やケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関
係を築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定
基準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解してお
り、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組ん
でいる

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き合う
ことや地域の方に頼りにしていただけるよう
に、認知度の向上や情報発信を行っていきた
いと考えています。運営推進会議や地域ケア
会議での症例発表、中学校での福祉講座、民
生員向けの施設案内、施設行事（お祭りや花
火大会）の地域への案内、地域敬老会への参
加、園児の慰問依頼など行っています。

運営推進会議は偶数月の最終金曜日に行
い、利用者、家族を始め行政や地域住民等
が参加する。事業所の活動内容や取組を説
明し、委員から意見を聴いてる。時には委
員の相談に応じ、困難ケースの解決に向け
協力したこともある。

行政とは日頃から連絡を取り合うようにし
ている。運営に関する連絡相談だけでな
く、ガイドブックケアパスの編集作成を協
同で行う、行政から依頼され講演すること
がある。

4

施設内での取り組み等の報告や、地域の高
齢者福祉等に関わる情報発信などを行って
います。また、毎回のご意見のとして意見
の吸い上げ等も行いました。

5

みやま市の認知症ケアパス作成にあたり、
作成補助メンバーとしての参加や、地域ケ
ア会議・多職種連携会議での運営協力や症
例発表等の実施、地域密着型協議会で副会
長を拝命し、運営協力を行っています。ま
た、本年度も講師としての活動も行なって
おります。

近隣者とは顔馴染みの関係で散歩中に挨拶
や声をかけあう関係である。みかん農家や
農業に従事されている方が多く、事業所に
立ち寄り差し入れされる。事業所の秋祭り
や花火大会は地域住民の参加も多く、地域
行事の一つとして盛り上がる。

2

3

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

事業所の理念は開設当初職員で話し合って
作り上げたものであり、事業所内に掲示さ
れ職員に浸透している。朝礼では事業所名
であるや・ま・び・こを頭文字にした「介
護の心得」を唱和している。日々の業務は
理念や介護の心得に立ち返り行っている。

外部評価

福岡県の身体拘束を行わない施設に登録
し、事業所として身体拘束を行わないこと
をトップダウンで発信するとともに、委員
会設置による日々の啓もうと見直し、職員
教育を行っています。職員の理解に関して
は、まだ十分なレベルに達しているとは言
えませんが、現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

56

身体拘束委員会を設置し、毎月のミーティ
ングで勉強会を実施している。利用者の安
全を守るため居室に畳を敷いたり、利用者
に寄り添い一緒に散歩に付き合う、中庭の
畑を見に行く等外出傾向がある方への対応
に工夫している。
「福岡県身体拘束ゼロ宣言」も行ってい
る。

4

1

2

―3

上記2と重複する点となります。まだまだ情
報発信不足ではありますが、認知症の方の
支援に関して、より有意義な情報を発信し
ていければと思っています。医療法人では
なく、医師がいるわけではないので、介護
事業所として発信できることは何かなと模
索しております。本年度よりキャラバンメ
イト活動を行なっております。

認知症ケアが特別過ぎるものではないという
認識をもって、日々のケアに取り組んでいま
す。「認知症」という特別な先入観ではな
く、１人の個人と１つの病気や病態として認
識して実践してもらうために、クリニカル
リーズニングに準じてアセスメントを大事に
目標や方向性づけることや具体的な方法論に
落とし込めるよう指導しています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を
持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ
とがないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度
について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合
い、それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等
の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を
図っている

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外
部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞
く機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を
把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上
心を持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

弊社では、グループホーム以外の他の事業
所があり、入所のみに関わらず様々な状況
の方の対応を行っており、必然的に入所の
みならず対応の必要性が増える。また、居
宅等も含めそれらの情報共有を図っている
ため、実践的にも活用できるようにしてい
ます。

研修記録の作成とパンフレット等を常備
し、問い合わせに対応できるようにするこ
とが望まれる。

権利擁護に関する制度の説明は契約時に
行っている。市が作成したパンフレットを
使用し説明を行い、研修会も同じ資料を
使っている。実践者研修に毎年参加し学ぶ
機会があるとともに、全職員も年に1回は研
修会を実施し理解を深めている。研修会は
実施されているがその記録が整備されてい
ない。

8

―7

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面での
強化のためマニュアルの策定と研修会の実
施を行っています。職員に関しては、まだ
十分なレベルに達しているとは言えません
が、現在実践レベルの向上と徹底に取り組
んでいるところです。

10

接遇向上委員会の設置と、苦情とまではい
かなくともご意見としていただいた内容を
スタッフ間で共有し、サービス改善につな
がるような仕組みを作っています。実践に
関しては、まだ十分なレベルに達している
とは言えませんが、現在実践レベルの向上
と徹底に取り組んでいるところです。

7

利用者は日常的に意見や願いを職員へ伝え
る機会がある。「接遇向上委員会」を設置
し利用者の要望を聴く意識を持つよう取り
組んでいる。家族へも積極的に意見等を聴
くよう声かけに努め、毎月のお便りでも情
報共有するため利用者の細かな様子を伝え
ている。

9

契約等に関する説明は、入所時にきちんと
行っています。特に問題になりやすい入所
後の転倒などの事故や、入退院に伴う事
柄、終末期ケアや見取りに関する事柄など
はその都度・複数回の説明と同意などの確
認を行っています。また、医療機関などの
外部機関がからむ場合は、施設が間に入っ
て対応を行っています。

―

―

11

定期的なスタッフ会議の開催を行っていま
す。中間管理職の育成に努めていますが、
まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。一旦目標を変えて、現場サービスを
しっかりと行うことを目標にしています。
もともと行なっていた管理者会議が行えて
いません。

8

職員の気づきやアイディアは運営に取り入
れられる。急ぎの案件は即対応し、全職員
の意見を取り入れるべき案件はミーティン
グで話し合って決める。介護方法を統一し
利用者が安心安全に生活でき混乱しない等
利用者の利益を守るために工夫している。

12

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努め
ています。成長意欲の高い職員には、外部
の研修への参加を奨励し、全体的な底上げ
を図ることで、制度的・教育的就業環境の
整備に努めています。

6

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたって
は性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにし
ている。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮し
てい生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が
十分に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重す
るために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組ん
でいる

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量
を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きな
がらトレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作
り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通
じて、サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、
不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている

採用・処遇等において、特別な差別・区別
等は行っていません。また、様々な専門職
が縦割りにならずに、在宅の高齢者福祉の
プロフェッショナルを目指すことを主眼に
置き、自由な発想と挑戦する気概を大事に
するような職場環境でありたいと思ってい
ます。

9

10

職員は能力を発揮し働けるよう、昇給や定
年後の再雇用制度がある。希望休や資格取
得のための研修は出張扱いする等応援して
いる。採用時は働く意識を重視し、性別や
年齢等を理由に採用対象から排除すること
はない。

全職員は内部外部研修を通じ人権に関し学
ぶ機会がある。

15

制度や外部研修への症例を行っています
が、最終的にはOJTに重きを置き、先輩や熟
練スタッフが若手の育成に努め、また若手
が中堅に育っていくにあたり、若手を育て
るという循環作りを目指しています。まだ
まだ教育体制として不十分な点も多いです
が、実践レベルの向上を図っています。

―

14

同和問題等に関しては、若年者には、歴史
的にそういった風土があった点のみ説明
し、中年者以降に対しては、どうしても生
育環境等があるため、現代ではすでにその
価値観自体が古く、すでに時代錯誤である
旨を伝えるようにしています。

人権の範囲を広くとらえ、高齢者・障がい
者・性差等の権利について研修会を実施す
ることが期待される。また、研修会実施の
際は記録を整備してほしい。

13

17

出来る限り導入には細心の注意を払いなが
ら、また、まずは日中の利用のみから始め
るなどして、大きな環境の変化に対してネ
ガティブな変化が起こらないように、可能
な範囲で対応を行っています。

―

16

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連絡
協議会や研修会への参加を奨励や、他施設
の見学などを通し、施設内・法人内の価値
観だけでなく、広く業界や地域・社会での
情報に触れることができるように配慮して
います。

―

18

ご利用者と同様に、導入には細心の注意を
払いながらしっかりと説明を行い、ご家族
の求めるニーズとお困りごとに対して真摯
に向き合うようにしています。また、施設
の限界や線引きなどに対してもきちんと説
明を行い、理解を求めることで、後々のト
ラブルや言った・言わないなどのトラブル
防止に努めています。

―

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」
まず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らし
を共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と
家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を
築いている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関
係が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利
用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めてい
る

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォ
ローし、相談や支援に努めている

19

基本的には医療面と連携して行うことがほ
とんどであり、初期に緊急求められる治療
的側面等があった場合は、医療機関との間
に入りしっかりと説明を行い、高齢者の場
合に伴うメリット・デメリットをご家族に
寄り添う形で説明するようにしています。
また、導入時において家族の協力を求め、
協同していくようにしております。

―

21

支援しているのが施設だけにならないよう
に、判断はご家族様にゆだねますが、その
判断のために必要な情報はしっかりとお伝
えさせていただき、ご家族と一緒に支えさ
せていただいています。また、疎遠になり
がちなご家族様もおられますし、結果とし
てのトラブルを回避することも踏まえて、
サービス面での限界に関しては線引きも重
要と考えています。

20

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々な
中で、業務指導上ではあくまで私たちに
とっての「お客様」であり、認知症があっ
て判断能力などの低下があっても「目上の
方」ですので、接遇面を重視しています。
その中で人生の終末の機関である認知症や
要介護状態のご利用者様を支えるために、
スタッフ個人のホスピタリティーや個性を
生かした関わりを支援したいと考えていま

―

―

23

出来る限り、部屋にこもりがちにならず
に、共用のリビング等、他者交流が取れる
場で介護サービスを提供したいと考えてい
ます。反面、集団生活が苦にならないよう
に、お元気な方にはゆっくりする時間やプ
ライバシーを保たれる時間も必要になりま
す。またお元気な方同士のコミュニケー
ションが生まれやすいような席配置など心
がけています。

―

22

施設に入所するということは、なじみの人
や場との関係が基本的には途絶えることに
なりますが、様々なケースがありますの
で、途絶えたうえでも、人と人とのコミュ
ニケーションがなくならないように援助を
していきますし、ご家族様や近隣の方が訪
問しやすい施設であるように努めていま
す。

11

利用者は入居後も知人と面会や電話、年賀
状の交換を通じつながりを継続できる機会
がある。地域の敬老会で知人との話しに花
が咲く。また、馴染みの場所に行き、子ど
もの頃の話が膨らむと、さらに良い支援に
つながる。

24

サービス終了の仕方にもよりますが、入院
等を伴う場合は、入院までの調整や情報提
供・フォロー等説明をきちんと行い先行が
困らないよう相談・支援を行います。ま
た、施設見取りの場合等も診断・エンジェ
ルケア後にお見送り・代表者のお参り等を
させていただいています。終了後の長期的
なフォローまでは行っていません。

―
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やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努め
ている。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、こ
れまでのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の
現状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成し
ている

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記
録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

25

本人の意向を聴取できる場合はもちろん本
人本意ですが、必要性や清潔保持のために
は、多少の説得等を伴う場合はあります。
聴取できない場合はご家族様から聴取する
形になりますし、徐々に本人本意ではなく
なりますし、意向より身体的な苦痛がない
かなどが重要になってくるかと思うので、
状態によって必要性を見極めながら援助を
行っています。

12

職員は、利用者の様子から希望や意向の把
握に努めている。居室など二人きりになっ
た時に職員に希望を伝えられることもあ
る。また、意思疎通が困難な利用者につい
ては、家族から元の生活様式などを聞き取
り情報を得るようにしている。

28

専門職を含めた共通認識を作るために、基
本的なクリニカルリーズニングとロジカル
シンキングをベースにしたいと考えていま
す。現段階では、その点に関しては一部の
有資格者や中堅以上のスタッフの意見にあ
ると思いますが、経験の浅いスタッフ等に
も考え方の基本を学んでもらうことが重要
と考えています、それを踏まえたチームア
プローチを目指しています。

27

スタッフ一人一人のアセスメント能力がま
だ十分なレベルに達しているとは言えませ
んが、現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。スタッフの育成に
合わせて文章にする力や専門的な共通認識
のもと、他者に伝える力を育成したいと考
えています。

―

13

毎月モニタリングを行い、3ヶ月に１度介護
計画を作成している。利用者本人や家族、
医師等関係者や職員の意向を尋ねながら計
画を作成し、説明のうえ、本人や家族に署
名捺印をもらっている。

29

気付きや共有において重要な点が、先入観
をはずした客観的な視点とそれらを言語化
することだと思いますが、いわゆるこの
PDCAサイクルがまだ十分なレベルに達して
いるとは言えません。現在実践レベルの向
上と徹底に取り組んでいるところです。

―

30

重度化に対応するための看護職員の配置や
医療連携体制をとっています。様々なニー
ズに対応するためのスタッフ配置に取り組
んでいるところです。共用型のデイサービ
スを含めて、ニーズに合わせた対応ができ
ていけるようにと考えています。

―

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集をしっかり
と行っています。本来であればこの時点でもっと生
活に関する情報を手厚く集めたいのですが、手続き
的にボリュームが大きくなってしまっていることも
あり、入所後の情報収集になってしまっています。
この点に関しては、より職員間の共通認識をしっか
りとするために、初期の段階のケアプランにより盛
り込んでいけるように、情報収集のタイミング等を
考えたいと思っています。
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やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本
人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得ら
れたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づき
を、職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々
の利用者が適切な受診や看護を受けられるように支援して
いる

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との
情報交換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階か
ら本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急
手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛り
込みながら、実践を行っています。

事故発生時の対応等も後で管理者や上長に
あたるものからの対応に関するフィード
バックなどを行い、反省点等に関しても次
回に生かせるようにしていきたいと考えて
います。

入所前からのかかりつけ医を利用している
利用者もいるが、ほとんどが事業所の連携
医をかかりつけ医にしている。家族だけが
通院に同行される場合は、伝えてもらいた
いことを書面にして医師に渡してもらうよ
うに支援している。

36 ―

15

33 ―

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、明文化され、入所時や状態が変わった
際は説明し同意を得ている。利用者が看取
りの状態になった際に、ケースに応じた話
し合いを行い全職員で対応している。看と
りに関する資料を職員に配布している。

35

中重度介護者への介護サービスや終末期ケ
ア・見取りといった点では、自分たちの施
設の限界を認識し、きちんとそれらを説
明・同意を得ることが重要だと考えていま
す。スタッフの共通認識に関して、まだ十
分なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組んで
いるところです。

32

本人及び家族等の希望がある場合は、在宅
時からのかかりつけ医との連携を図り、特
に希望がない場合は施設のかかりつけ医と
の連携をとっていきます。施設・施設ス
タッフが間に入ることで、コミュニケー
ションや必要・不必要が明確になり、医療
をうける機会の喪失や過多にならないよう
に適度な医療を提供できるよう注意してお
ります。

34

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介依
頼のつなぎを行い、受診・入院時の情報提
供をきちんと行い、普段のレベルや介護状
況がきちんと伝えるようにしています。

14

施設看護師が、医療機関看護師と連携を図
り、スムーズに受診や検査等ができるよう
に努めています。また、代理窓口として、
本人様やご家族様の希望がきちんと伝わる
ように支援しています。

―

31

施設内での散髪や、訪問衣料販売などを定
期的に行っています。また、園児の慰問や
地域の演芸サークルの方の慰問などを取り
入れています。地域のボランティアの方の
受け入れも積極的に行っているところです
が、なかなか集まらないのが現状ですの
で、人材収集方法を検討していかなければ
ならないと考えています。

―
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やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が
避難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ね
ない言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定
できるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひと
りのペースを大切にし、その日をどのように過ごしたい
か、希望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援
している

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力
を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付
けをしている

38

尊厳やプライバシー意識はどうしても入所施設や認
知症の方を対象にする場合に、おざなりになりやす
い部分であると思います。
「当たり前の意識」や「慣れ」「鈍感さ」などを
キーワードに、出来ているから大丈夫ではなく、自
分を律していくことを常に求めていく必要があると
感じていますが、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

17

トイレのドアを開けたままにしない、浴槽
まではタオルをかけるなど、羞恥心に配慮
するよう心がけている。職員同士気になる
事があれば、その場で気づきを促し、朝礼
で繰り返し申し送り共有している。

42

39

自己選択が難しくなってきているご利用者様に対し
て個別のニーズを聞き、それを個人に対してのみ提
供することは、あまり公平・公正なサービスとは考
えておりませんので、スタッフに対しても自由な枠
組みで偏った個人の意見のみを吸い出すのではな
く、ある程度の枠組みを作ったうえで、スタッフに
も実践しながら考えられるようになってもらいたい
と考えています。

―

41

居室環境の整備や衣類の調整など、まだ十
分なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組んで
いるところです。過去に美容ボランティア
さんによる、お化粧などをイベント的に
行っていただきました。日常的なこととこ
うしたイベント的な内容を組み合わせなが
ら支援ができればと考えています。

40

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げてい
くことや、1人では作ることのできない生活
バランスをコントロールしてあげることが
必要だと考えていますので、施設の時間を
優先するわけではありませんが、それらに
乗ってもらう・沿ってもらうことが大事だ
と考えています。

―

―

食事は、利用者の希望を聞き取り、栄養に
も配慮し専門の職員が調理している。らっ
きょうなどは利用者に手伝ってもらい漬け
ている。行事の際は利用者がケーキに飾り
つけをするなど楽しんでもらっている。

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の準
備にご利用者様が入ることは少なくなって
おり、お菓子作りやその他の行事などに衛
生管理をしてたうえで一緒に作業を行う形
をとっています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感で
感じていただくことが食事の楽しみになる
かと思います。

18

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

毎月の防災訓練にて、実践を行っていま
す。
防災設備や建物の給水・給湯等の環境の理
解なども含めて訓練を行っています。

地域住民へ運営推進会議を含め避難訓練の
参加協力の働きかけが望まれる。また、年
に１度は消防署の立ち合いのもと避難訓練
を実施し、事業所が孤立した場合に備え
て、事業所内に備蓄してほしい。

避難訓練は、いろいろな火災場面を想定し
毎月実施している。現在地域住民の参加は
ないが、以前地域住民の協力で大がかりな
避難訓練を行った。非常用の備品は、複数
の事業所が隣接しているため隣接の建物に
準備している。

37 16

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保で
きるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をし
ている

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひと
りの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や
排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄
の自立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動
への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめ
るように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわず
に、個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息
したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

45

排泄機能の低下に関しては、排泄そのものというよ
り、排泄に伴う周辺の動作や更衣に対してでいる機
能を保てるように支援を行い、介護度が増すにつれ
増えるオムツやパッド類の経済的負担が大きくなっ
てくるため、効果的かつ効率的な使用を行えるよう
に努めながら、尿路感染などの起きやすい病態の予
防に取り組んでいます。まだ十分なレベルに達して
いるとは言えません。現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食物
繊維を多く含んだ素材や野菜類をできるだ
け盛り込んだ献立作りを行っています。お
薬だけに頼った対応にならないよう、ケア
でできる工夫を行っています。

―

20

46

47

入浴は毎日準備しており、週に２、３度入
浴される利用者が多い。拒否のある方に
は、日を改めたり、声かけを工夫したりし
て入浴してもらえるように支援している。
季節ごとにゆず湯やしょうぶ湯などを楽し
んでもらっている。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4回
の入浴頻度を保てるようにしており、ご本
人またはご家族からの希望や、必要性・身
体への負担などを考慮して入浴の支援を
行っています。

19

43

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設
け、看護師を中心としたウェイト・栄養管
理と、介護士を中心とした食事の満足度の
向上・摂食嚥下機能のアセスメントとその
対応をしっかりと見直しながら行っていま
す。

一人ひとりのサインを職員が把握してお
り、支援している。サインを見せない方に
も、時間を見てトイレに誘導している。オ
ムツを使用する際は、色々と試してみたう
えで、負担額等も考慮しながら決めてい
る。

―

―44

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととして
おりますが、まだ十分なレベルに達してい
るとは言えません。現在実践レベルの向上
と徹底に取り組んでいるところです。

48

居室環境で眠れない方もおられたりするの
で、リビングにパーソナルチェアを設置
し、日中・夜間ともに、安楽の半臥位で
ゆっくりできる環境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境に
居づらい方でも、共用部で見守りしながら
の安楽姿勢がとれるよう工夫しておりま
す。また、チルト・リクライニングの車い
すを用いたりもしています。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用
量について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認
に努めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひと
りの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気
分転換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられ
るよう支援に努めている。また、普段は行けないような場
所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力し
ながら出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使
えるように支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり
取りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺
激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、
生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような
工夫をしている

49

施設看護師のみならず、かかりつけ医・訪
問看護や薬剤師と連携し、服薬支援を行っ
ています。
医師・薬剤師と密な連携をとり、対応が難
しい下剤、精神安定剤、坑認知症薬、睡眠
導入剤などの細やかな調整を行っておりま
す。実践レベルの向上に取り組んでいま
す。

―

50

年間の行事予定や月々の行事・活動予定を
たてながら、実施しています。レクレー
ションのバリエーションや運営に関して、
まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

―

外出先の希望を募ることで、外出支援を
行っています。主には複数名での外食支援
や外出支援など行っています。

気候のよい時期には、梅、桜、藤などの花
見に行っている。麺を食べたいなどの希望
があれば、道の駅に昼食やおやつを食べに
行くこともある。寒い季節でも中庭には出
て気分転換できるように支援している。

52

少額の金銭の保持は行うが、まとまった金
銭の自己管理は可能な方にとどまり、施設
としては現金を持つことはあまり推奨して
いません。

53
電話希望に関しては、細目にお電話を支援
するものの、相手先もあることなので、合
意のもと行っています。

51

―

54

居心地よい共用空間（主にリビングと玄関
前）作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じて
いただけるよう努めていますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。現
在実践レベルの向上と徹底に取り組んでい
るところです。

22

玄関前に利用者が以前使っていたギターが
置かれ、壁面には絵や写真が飾られてい
る。リビングにはリクライニングチェアー
が置かれており、日中リビングに長時間い
ても快適なように工夫されている。

―

21
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やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目
項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同
士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心
地よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫
している

居室には、本人の使い慣れた箪笥や鏡台が
持ち込まれている。壁は本人や家族と相談
して、写真などが飾られ、本人が居心地よ
く過ごすことができるよう工夫している。

―57

基本的にバリアフリーの構造であるため、
施設内の移動は可能です。安全に屋外に出
れるような中庭もあります。廊下幅や居室
の間口が設計上、現在の基準から比べると
狭い構造にはなっていますが、自力での移
動や介助での移動が可能です。

56

55 ―

23

席次を工夫したり、より機能レベルの近い
ご利用者同士での交流が生まれやすいよう
に働きかけを行っています。

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご家族も一緒
に作り上げることを依頼しています。また、衣替え
等の居室の整理も同様です。
居室環境の環境整備・整理整頓の徹底を指導してい
ますが、まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。現在実践レベルの向上と徹底に取り組んでい
るところです。また、衣類を出し入れする仮性作業
等がある方への支援を模索しています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―
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やまびこ（ユニット１） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理念をつく
り、管理者と職員は、その理念を共有して実践につなげてい
る

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事
業所自体が地域の一員として日常的に交流している

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解
や支援の方法を、地域の人々に向けて活かしている

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取
り組み状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見
をサービス向上に活かしている

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情や
ケアサービスの取り組みを積極的に伝えながら、協力関係を
築くように取り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基
準及び指定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁
止の対象となる具体的な行為」を正しく理解しており、玄関
の施錠を含めて身体拘束をしないケアに取り組んでいる

2

―3

上記2と重複する点となります。まだまだ情
報発信不足ではありますが、認知症の方の
支援に関して、より有意義な情報を発信し
ていければと思っています。医療法人では
なく、医師がいるわけではないので、介護
事業所として発信できることは何かなと模
索しております。本年度よりキャラバンメ
イト活動を行なっております。

5

2

狭い単位ではなく、広く地域の方と付き合うこ
とや地域の方に頼りにしていただけるように、
認知度の向上や情報発信を行っていきたいと考
えています。運営推進会議や地域ケア会議での
症例発表、中学校での福祉講座、民生員向けの
施設案内、施設行事（お祭りや花火大会）の地
域への案内、地域敬老会への参加、園児の慰問
依頼など行っています。

1

6

4

認知症ケアが特別過ぎるものではないという認
識をもって、日々のケアに取り組んでいます。
「認知症」という特別な先入観ではなく、１人
の個人と１つの病気や病態として認識して実践
してもらうために、クリニカルリーズニングに
準じてアセスメントを大事に目標や方向性づけ
ることや具体的な方法論に落とし込めるよう指
導しています。

4

施設内での取り組み等の報告や、地域の高
齢者福祉等に関わる情報発信などを行って
います。また、毎回のご意見のとして意見
の吸い上げ等も行いました。

3

福岡県の身体拘束を行わない施設に登録
し、事業所として身体拘束を行わないこと
をトップダウンで発信するとともに、委員
会設置による日々の啓もうと見直し、職員
教育を行っています。職員の理解に関して
は、まだ十分なレベルに達しているとは言
えませんが、現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

5

みやま市の認知症ケアパス作成にあたり、
作成補助メンバーとしての参加や、地域ケ
ア会議・多職種連携会議での運営協力や症
例発表等の実施、地域密着型協議会で副会
長を拝命し、運営協力を行っています。ま
た、本年度も講師としての活動も行なって
おります。

項　　　　　　目

1

項目番号

【Ⅰ　理念に基づく運営】

外部評価
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やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待関連法について学ぶ機会を持
ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度に
ついて学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約または改定等の際は、利用者や家族等の
不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図って
いる

○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員ならびに外部
者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映させている

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く
機会を設け、反映させている

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把
握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備に努めている

7

高齢者の尊厳保持のため、また接遇面での
強化のためマニュアルの策定と研修会の実
施を行っています。職員に関しては、まだ
十分なレベルに達しているとは言えません
が、現在実践レベルの向上と徹底に取り組
んでいるところです。

12

人材育成制度を整備し、処遇の改善に努め
ています。成長意欲の高い職員には、外部
の研修への参加を奨励し、全体的な底上げ
を図ることで、制度的・教育的就業環境の
整備に努めています。

―

10

接遇向上委員会の設置と、苦情とまではい
かなくともご意見としていただいた内容を
スタッフ間で共有し、サービス改善につな
がるような仕組みを作っています。実践に
関しては、まだ十分なレベルに達している
とは言えませんが、現在実践レベルの向上
と徹底に取り組んでいるところです。

7

11

定期的なスタッフ会議の開催を行っていま
す。中間管理職の育成に努めていますが、
まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。一旦目標を変えて、現場サービスを
しっかりとおこななうことを目標にしてい
ます。もともと行なっていた管理者会議が
行えていません。

8

6

9

契約等に関する説明は、入所時にきちんと
行っています。特に問題になりやすい入所
後の転倒などの事故や、入退院に伴う事
柄、終末期ケアや見取りに関する事柄など
はその都度・複数回の説明と同意などの確
認を行っています。また、医療機関などの
外部機関がからむ場合は、施設が間に入っ
て対応を行っています。

―

8

弊社では、グループホーム以外の他の事業
所があり、入所のみに関わらず様々な状況
の方の対応を行っており、必然的に入所の
みならず対応の必要性が増える。また、居
宅等も含めそれらの情報共有を図っている
ため、実践的にも活用できるようにしてい
ます。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○人権の尊重

法人代表者及び管理者は、職員の募集・採用にあたっては
性別や年齢等を理由に採用対象から排除しないようにしてい
る。

また、事業所で働く職員についても、その能力を発揮して
い生き生きとして勤務し、社会参加や自己実現の権利が十分
に保障されるよう配慮している

○人権教育・啓発活動

法人代表者及び管理者は、利用者に対する人権を尊重する
ために、職員等に対する人権教育、啓発活動に取り組んでい
る

○職員を育てる取り組み

　代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を
把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながら
トレーニングしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するた
めの関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めてい
る

【Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援】

17

出来る限り導入には細心の注意を払いなが
ら、また、まずは日中の利用のみから始め
るなどして、大きな環境の変化に対してネ
ガティブな変化が起こらないように、可能
な範囲で対応を行っています。

―

18

ご利用者と同様に、導入には細心の注意を
払いながらしっかりと説明を行い、ご家族
の求めるニーズとお困りごとに対して真摯
に向き合うようにしています。また、施設
の限界や線引きなどに対してもきちんと説
明を行い、理解を求めることで、後々のト
ラブルや言った・言わないなどのトラブル
防止に努めています。

―

15

制度や外部研修への症例を行っています
が、最終的にはOJTに重きを置き、先輩や熟
練スタッフが若手の育成に努め、また若手
が中堅に育っていくにあたり、若手を育て
るという循環作りを目指しています。まだ
まだ教育体制として不十分な点も多いです
が、実践レベルの向上を図っています。

―

16

個人の自主性を引き出しつつ、地域の連絡
協議会や研修会への参加を奨励や、他施設
の見学などを通し、施設内・法人内の価値
観だけでなく、広く業界や地域・社会での
情報に触れることができるように配慮して
います。

―

14

同和問題等に関しては、若年者には、歴史
的にそういった風土があった点のみ説明
し、中年者以降に対しては、どうしても生
育環境等があるため、現代ではすでにその
価値観自体が古く、すでに時代錯誤である
旨を伝えるようにしています。

13

採用・処遇等において、特別な差別・区別
等は行っていません。また、様々な専門職
が縦割りにならずに、在宅の高齢者福祉の
プロフェッショナルを目指すことを主眼に
置き、自由な発想と挑戦する気概を大事に
するような職場環境でありたいと思ってい
ます。

9

10

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた
対応に努めている

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場におかず、暮らしを
共にする者同士の関係を築いている

○本人を共に支え合う家族との関係

　職員は、家族を支援される一方の立場におかず、本人と家
族の絆を大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築い
ている

○馴染みの人や場との関係継続の支援

　本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係
が途切れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用
者同士が関わり合い、支え合えるような支援に努めている

○関係を断ち切らない取り組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を
大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている

24

サービス終了の仕方にもよりますが、入院
等を伴う場合は、入院までの調整や情報提
供・フォロー等説明をきちんと行い先行が
困らないよう相談・支援を行います。ま
た、施設見取りの場合等も診断・エンジェ
ルケア後にお見送り・代表者のお参り等を
させていただいています。終了後の長期的
なフォローまでは行っていません。

―

22

施設に入所するということは、なじみの人
や場との関係が基本的には途絶えることに
なりますが、様々なケースがありますの
で、途絶えたうえでも、人と人とのコミュ
ニケーションがなくならないように援助を
していきますし、ご家族様や近隣の方が訪
問しやすい施設であるように努めていま
す。

11

23

出来る限り、部屋にこもりがちにならず
に、共用のリビング等、他者交流が取れる
場で介護サービスを提供したいと考えてい
ます。反面、集団生活が苦にならないよう
に、お元気な方にはゆっくりする時間やプ
ライバシーを保たれる時間も必要になりま
す。またお元気な方同士のコミュニケー
ションが生まれやすいような席配置など心
がけています。

―

21

支援しているのが施設だけにならないように、判断
はご家族様にゆだねますが、その判断のために必要
な情報はしっかりとお伝えさせていただき、ご家族
と一緒に支えさせていただいています。また、疎遠
になりがちなご家族様もおられますし、結果として
のトラブルを回避することも踏まえて、サービス面
での限界に関しては線引きも重要と考えています。

20

職員も年齢・性別・立場・個性等が様々な中
で、業務指導上ではあくまで私たちにとっての
「お客様」であり、認知症があって判断能力な
どの低下があっても「目上の方」ですので、接
遇面を重視しています。その中で人生の終末の
機関である認知症や要介護状態のご利用者様を
支えるために、スタッフ個人のホスピタリ
ティーや個性を生かした関わりを支援したいと
考えています。

―

―

19

基本的には医療面と連携して行うことがほ
とんどであり、初期に緊急求められる治療
的側面等があった場合は、医療機関との間
に入りしっかりと説明を行い、高齢者の場
合に伴うメリット・デメリットをご家族に
寄り添う形で説明するようにしています。
また、導入時において家族の協力を求め、
協同していくようにしております。

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めて
いる。困難な場合は、本人本位に検討している。

○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これ
までのサービス利用の経過等の把握に努めている

○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現
状の把握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニタリング

　本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につい
て、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見
やアイディアを反映し、現状に即した介護計画を作成してい
る

○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録
に記入し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見
直しに活かしている

○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応し
て、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの
多機能化に取り組んでいる

まずは入所時・ご利用開始時の情報収集をしっかり
と行っています。本来であればこの時点でもっと生
活に関する情報を手厚く集めたいのですが、手続き
的にボリュームが大きくなってしまっていることも
あり、入所後の情報収集になってしまっています。
この点に関しては、より職員間の共通認識をしっか
りとするために、初期の段階のケアプランにより盛
り込んでいけるように、情報収集のタイミング等を
考えたいと思っています。

25

本人の意向を聴取できる場合はもちろん本
人本意ですが、必要性や清潔保持のために
は、多少の説得等を伴う場合はあります。
聴取できない場合はご家族様から聴取する
形になりますし、徐々に本人本意ではなく
なりますし、意向より身体的な苦痛がない
かなどが重要になってくるかと思うので、
状態によって必要性を見極めながら援助を
行っています。

12

―

29

気付きや共有において重要な点が、先入観
をはずした客観的な視点とそれらを言語化
することだと思いますが、いわゆるこの
PDCAサイクルがまだ十分なレベルに達して
いるとは言えません。現在実践レベルの向
上と徹底に取り組んでいるところです。

―

30

重度化に対応するための看護職員の配置や
医療連携体制をとっています。様々なニー
ズに対応するためのスタッフ配置に取り組
んでいるところです。共用型のデイサービ
スを含めて、ニーズに合わせた対応ができ
ていけるようにと考えています。

28

専門職を含めた共通認識を作るために、基
本的なクリニカルリーズニングとロジカル
シンキングをベースにしたいと考えていま
す。現段階では、その点に関しては一部の
有資格者や中堅以上のスタッフの意見にあ
ると思いますが、経験の浅いスタッフ等に
も考え方の基本を学んでもらうことが重要
と考えています、それを踏まえたチームア
プローチを目指しています。

27

スタッフ一人一人のアセスメント能力がま
だ十分なレベルに達しているとは言えませ
んが、現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。スタッフの育成に
合わせて文章にする力や専門的な共通認識
のもと、他者に伝える力を育成したいと考
えています。

―

13

―

【Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント】

26

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人
が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむこと
ができるよう支援している

○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られ
たかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を
受けられるように支援している

○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、
職場内の看護職や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用
者が適切な受診や看護を受けられるように支援している

○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、
できるだけ早期に退院できるように、病院関係者との情報交
換や相談に努めている。あるいは、そうした場合に備えて病
院関係者との関係づくりを行っている

○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から
本人・家族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分
に説明しながら方針を共有し、地域の関係者と共にチームで
支援に取り組んでいる

○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手
当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けてい
る

31

施設内での散髪や、訪問衣料販売などを定
期的に行っています。また、園児の慰問や
地域の演芸サークルの方の慰問などを取り
入れています。地域のボランティアの方の
受け入れも積極的に行っているところです
が、なかなか集まらないのが現状ですの
で、人材収集方法を検討していかなければ
ならないと考えています。

―

32

本人及び家族等の希望がある場合は、在宅
時からのかかりつけ医との連携を図り、特
に希望がない場合は施設のかかりつけ医と
の連携をとっていきます。施設・施設ス
タッフが間に入ることで、コミュニケー
ションや必要・不必要が明確になり、医療
をうける機会の喪失や過多にならないよう
に適度な医療を提供できるよう注意してお
ります。

34

施設サマリーの提供や在宅医からの紹介依
頼のつなぎを行い、受診・入院時の情報提
供をきちんと行い、普段のレベルや介護状
況がきちんと伝えるようにしています。

14

33

施設看護師が、医療機関看護師と連携を図
り、スムーズに受診や検査等ができるよう
に努めています。また、代理窓口として、
本人様やご家族様の希望がきちんと伝わる
ように支援しています。

毎月の防災訓練にて、急変時の対応も盛り
込みながら、実践を行っています。

事故発生時の対応等も後で管理者や上長に
あたるものからの対応に関するフィード
バックなどを行い、反省点等に関しても次
回に生かせるようにしていきたいと考えて
います。

35

中重度介護者への介護サービスや終末期ケ
ア・見取りといった点では、自分たちの施
設の限界を認識し、きちんとそれらを説
明・同意を得ることが重要だと考えていま
す。スタッフの共通認識に関して、まだ十
分なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組んで
いるところです。

36 ―

15

―

―

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避
難できる方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力
体制を築いている

○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねな
い言葉かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定で
きるように働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとり
のペースを大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希
望にそって支援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援し
ている

○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を
活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けを
している

【Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援】

37

毎月の防災訓練にて、実践を行っていま
す。
防災設備や建物の給水・給湯等の環境の理
解なども含めて訓練を行っています。

16

―

昨今の衛生管理の問題等もあり、食事の準
備にご利用者様が入ることは少なくなって
おり、お菓子作りやその他の行事などに衛
生管理をしてたうえで一緒に作業を行う形
をとっています。
オープンな厨房で、視覚や嗅覚など五感で
感じていただくことが食事の楽しみになる
かと思います。

18

41

居室環境の整備や衣類の調整など、まだ十
分なレベルに達しているとは言えません。
現在実践レベルの向上と徹底に取り組んで
いるところです。過去に美容ボランティア
さんによる、お化粧などをイベント的に
行っていただきました。日常的なこととこ
うしたイベント的な内容を組み合わせなが
ら支援ができればと考えています。

40

認知症ケアにおいて、気分を盛り上げてい
くことや、1人では作ることのできない生活
バランスをコントロールしてあげることが
必要だと考えていますので、施設の時間を
優先するわけではありませんが、それらに
乗ってもらう・沿ってもらうことが大事だ
と考えています。

―

42

38

尊厳やプライバシー意識はどうしても入所施設や認
知症の方を対象にする場合に、おざなりになりやす
い部分であると思います。
「当たり前の意識」や「慣れ」「鈍感さ」などを
キーワードに、出来ているから大丈夫ではなく、自
分を律していくことを常に求めていく必要があると
感じていますが、まだ十分なレベルに達していると
は言えません。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

17

39

自己選択が難しくなってきているご利用者様に
対して個別のニーズを聞き、それを個人に対し
てのみ提供することは、あまり公平・公正な
サービスとは考えておりませんので、スタッフ
に対しても自由な枠組みで偏った個人の意見の
みを吸い出すのではなく、ある程度の枠組みを
作ったうえで、スタッフにも実践しながら考え
られるようになってもらいたいと考えていま
す。

―
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やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保でき
るよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る

○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとり
の口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排
泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自
立にむけた支援を行っている

○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動へ
の働きかけ等、個々に応じた予防に取り組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめる
ように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、
個々にそった入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息し
たり、安心して気持ちよく眠れるよう支援している

―

―44

毎食後の口腔ケアの実践を行うこととして
おりますが、まだ十分なレベルに達してい
るとは言えません。現在実践レベルの向上
と徹底に取り組んでいるところです。

48

居室環境で眠れない方もおられたりするので、
リビングにパーソナルチェアを設置し、日中・
夜間ともに、安楽の半臥位でゆっくりできる環
境を作っています。
リスク管理上、あまり閉鎖的な居室環境に居づ
らい方でも、共用部で見守りしながらの安楽姿
勢がとれるよう工夫しております。また、チル
ト・リクライニングの車いすを用いたりもして
います。

43

「食事満足・摂食嚥下向上委員会」を設
け、看護師を中心としたウェイト・栄養管
理と、介護士を中心とした食事の満足度の
向上・摂食嚥下機能のアセスメントとその
対応をしっかりと見直しながら行っていま
す。

基本的には、2～3回/週、希望があれば4回
の入浴頻度を保てるようにしており、ご本
人またはご家族からの希望や、必要性・身
体への負担などを考慮して入浴の支援を
行っています。

1945

排泄機能の低下に関しては、排泄そのものというよ
り、排泄に伴う周辺の動作や更衣に対してでいる機
能を保てるように支援を行い、介護度が増すにつれ
増えるオムツやパッド類の経済的負担が大きくなっ
てくるため、効果的かつ効率的な使用を行えるよう
に努めながら、尿路感染などの起きやすい病態の予
防に取り組んでいます。まだ十分なレベルに達して
いるとは言えません。現在実践レベルの向上と徹底
に取り組んでいるところです。

毎朝のヤクルトや牛乳などの対応や、食物
繊維を多く含んだ素材や野菜類をできるだ
け盛り込んだ献立作りを行っています。お
薬だけに頼った対応にならないよう、ケア
でできる工夫を行っています。

―

20

46

47

―
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やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量
について理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている

○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとり
の生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転
換等の支援をしている

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられる
よう支援に努めている。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している

○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、
一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるよ
うに支援している

○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取
りができるように支援をしている

○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイ
レ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

―

54

居心地よい共用空間（主にリビングと玄関
前）作りを行っています。
季節の創作物を飾りつけ、季節感を感じて
いただけるよう努めていますが、まだ十分
なレベルに達しているとは言えません。現
在実践レベルの向上と徹底に取り組んでい
るところです。

22

53
電話希望に関しては、細目にお電話を支援
するものの、相手先もあることなので、合
意のもと行っています。

52

少額の金銭の保持は行うが、まとまった金
銭の自己管理は可能な方にとどまり、施設
としては現金を持つことはあまり推奨して
いません。

51

―

21
外出先の希望を募ることで、外出支援を
行っています。主には複数名での外食支援
や外出支援など行っています。

50

年間の行事予定や月々の行事・活動予定を
たてながら、実施しています。レクレー
ションのバリエーションや運営に関して、
まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。現在実践レベルの向上と徹底に取り
組んでいるところです。

―

49

施設看護師のみならず、かかりつけ医・訪
問看護や薬剤師と連携し、服薬支援を行っ
ています。
医師・薬剤師と密な連携をとり、対応が難
しい下剤、精神安定剤、坑認知症薬、睡眠
導入剤などの細やかな調整を行っておりま
す。実践レベルの向上に取り組んでいま
す。

―
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やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

自己評価

自己 外部 実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

項　　　　　　目

項目番号 外部評価

○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士
で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しなが
ら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人が居心地
よく過ごせるような工夫をしている

○身体機能を活かした安全な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの身体機能やわかる力を活かして、
安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫してい
る

57

基本的にバリアフリーの構造であるため、
施設内の移動は可能です。安全に屋外に出
れるような中庭もあります。廊下幅や居室
の間口が設計上、現在の基準から比べると
狭い構造にはなっていますが、自力での移
動や介助での移動が可能です。

56

55 ―

23

席次を工夫したり、より機能レベルの近い
ご利用者同士での交流が生まれやすいよう
に働きかけを行っています。

―

居室空間は施設スタッフだけでなく、ご家族も一緒
に作り上げることを依頼しています。また、衣替え
等の居室の整理も同様です。
居室環境の環境整備・整理整頓の徹底を指導してい
ますが、まだ十分なレベルに達しているとは言えま
せん。現在実践レベルの向上と徹底に取り組んでい
るところです。また、衣類を出し入れする仮性作業
等がある方への支援を模索しています。

社会福祉法人　福岡県社会福祉協議会



やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）

○ 　①ほぼ全ての利用者の

　②利用者の２／３くらいの

　③利用者の１／３くらいの

　④ほとんど掴んでいない

○ 　①毎日ある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

○ 　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

○ 　①ほぼ全ての利用者が

　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんど掴んでいない

項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

58
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：25,26,27）

項目番号

―

59
利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：20,40）

60
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：40）

―

―

61
利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：38,39）

62
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：51）

―

―

63
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：32,33）

64
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮
らせている。
（参考項目：30）

―

―
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やまびこ（ユニット２） 自己評価および外部評価結果 平成31年　3月29日

取　り　組　み　の　成　果

自己 外部 （該当する箇所を○印で囲むこと）
項　　　　　　目

Ⅴ　サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）

項目番号

　①ほぼ全ての家族と

○ 　②家族の２／３くらいと

　③家族の１／３くらいと

　④ほとんどできていない

○ 　①ほぼ毎日のようにある

　②数日に１回程度ある

　③たまにある

　④ほとんどない

○ 　①大いに増えている

　②少しずつ増えている

　③あまり増えていない

　④全くいない

○ 　①ほぼ全ての職員が

　②職員の２／３くらいが

　③職員の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての利用者が

○ 　②利用者の２／３くらいが

　③利用者の１／３くらいが

　④ほとんどいない

　①ほぼ全ての家族等が

○ 　②家族等の２／３くらいが

　③家族等の１／３くらいが

　④ほとんどいない

65
職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴い
ており、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,21）

66
通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：2,22）

―

―

67
運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや
深まりがあり、事業所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

68
職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

―

―

69 職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

70
職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思
う。

―

―
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